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１ 本調査の概要 

（１）調査の目的 

 本調査は、まちづくりの総合的な方向性を定める総合計画の後期基本計画（令和 2から 6年度まで

の 5か年）を策定するにあたり、市民の皆さまのご意見を将来のまちづくりの方向性に反映させるこ

とを目的として実施しました。 

 

（２）調査の方法と実施時期 

 この調査は、令和元年 5月 30日現在で本市に住民登録をしている 15歳以上の方から 5,000人を無

作為に抽出して 6 月上旬に調査票を郵送し、6 月 28 日までに郵便ポストへ投函していただく方法を

採用しました。また、調査票の記入は必ず本人が回答するよう注意書きを入れています。 

 

（３）調査票の回収状況 

最終配布数は、4,977通（宛先不明 23通）となりました。 

 そのうち、回収した調査票は 1,984通となり、最終回収率は 39.86%となりました。 

 本調査の信頼度を 95%とすると 383票の標本サイズが必要となりますが、本調査は十分なサンプル

サイズを確保しており、より信頼性が高い結果であるということができます。 

 なお、本調査の母集団は西条市民ですが、性別、年齢別などの属性別にみると、本調査における回

答者の構成比率と母集団の構成比率に違いが生じています。しかしながら、本調査では属性別のクロ

ス集計などを多岐にわたって実施することとしますので、調査結果の構成比を母集団構成比に変換す

る「ウエイトバック集計」は採用しないこととします。 

 

（４）調査票の内容 

 送付した調査票は文末に掲載しています。 

 

  



2 

 

２ 基本情報 

（１）性別 

図表 1によると、回答者のうち男性は 821票で 41.4%、女性は 1,136票で 57.2%、答えたくないが

21票で 1.1%となりました。令和元年 5月末現在における本市の人口（住民基本台帳）は、男性が 52,785

人で 48.3%、女性が 56,432 人で 51.7%であることから、回答者はやや女性が多い結果となりました。 

 

 

図表１ 回答者の性別（Ｎ＝１，９８４） 

 

（２）年齢 

図表 2によると、回答者は 65～69歳が最も多く 300票、逆に 20～24歳が最も少なく 50票となり

ました。また、年齢が高いほど回答率が高くなる結果となりました。 

 

図表２ 回答者の年齢（Ｎ＝１，９８４） 
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（３）お住まいの地区 

図表 3 によると、回答者は神拝が最も多く 232 票、次に大町が 192 票、西条が 183 票となりまし

た。地区ごとに性別や年齢別の母集団構成に違いがあるためか、必ずしも人口が多い地区の回答者が

多くなるという結果にはなりませんでした。 

 

 

図表３ 回答者のお住まいの地区（Ｎ＝１，９８４） 

 

（４）職業 

図表 4によると、回答者は無職が最も多く 414票、次にパート従業員が 314票、事務従事者が 259

票となりました。相対的に仕事に就かれている方からの回答が少なくなる結果となりました。 

 

 

図表４ 回答者の職業（Ｎ＝１，９８４） 
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（５）居住年数 

図表 5によると、回答者は 20年以上が最も多く 1,437票で 72.4%、次に 10～20年未満が 297票で

15.0%となりました。相対的に居住年数の長い方からの回答多くなる結果となりました。 

 

 

図表５ 回答者の居住年数（Ｎ＝１，９８４） 

 

（６）世帯構成 

図表 6 によると、回答者は親と子（2 世代の同居）が最も多く 1,050 票で 52.9%、次に夫婦のみが

529票で 26.7%となりました。一方で、単身（一人暮らし）が 152票で 7.7%と回答者が少なくなる結

果となりました。 

 

 

図表６ 回答者の世帯構成（Ｎ＝１，９８４） 
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（７）勤務先（通学先） 

図表 7によると、回答者は西条市内が最も多く 915票で 59.9%、次に自宅が 319票で 20.9%となり

ました。西条市内で勤務（通学）されている方からの回答が 75%を超える結果となりました。 

 

 

 

図表７ 回答者の勤務先（通学先）（Ｎ＝１，５２８） 
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３ 現在の西条市での生活について 

（１）あなたにとって、西条市は住みやすいまちですか 

【結果概要】 

 前回調査（平成 25 年 5～6 月）と比較し、わずかながら住みやすいと感じている市民の比率が

高くなりました。（図表 9参照） 

 性別にみると、男性と比較してわずかながら女性の住みやすいと感じている方の比率が高くな

りました。（図表 10参照） 

 年齢別にみると、全体的に住みやすいと感じている市民が多い中で、「20～24 歳」「30～34 歳」

で住みにくいと感じている方が多い傾向がみられました。（図表 11 参照） 

 性別かつ年齢別にみると、25～34 歳で男性と女性との間で住みやすいと感じる傾向に比較的

大きな違いがみられました。（図表 12 参照） 

 お住まいの地区別にみると、どちらかといえば人口の減少している地域で住みやすいと感じる

方が少ない傾向がみられました。（図表 14 参照） 

 居住年数別にみると、居住年数が長くなるほど住みやすいと感じる傾向がみられました。（図

表 16参照） 

 

 

図表 8 によると、「住みやすい」と回答した方が 764 票で 38.5%、「どちらかと言えば住みやすい」

と回答した方が 858票で 43.2%となり、あわせて 81.7%が西条市を住みやすいと実感されている結果

となりました。 

 

 

図表８ 西条市は住みやすいまちですか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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図表 9によると、今回調査と前回調査（平成 25年 5～6月実施）を比較し、「住みやすい」「どちら

かと言えば住みやすい」と回答した比率はほぼ同じですが、「住みやすい」と回答した方の比率が 1%

ポイント高くなりました。また、「どちらかと言えば住みにくい」「住みにくい」と回答した比率も 1.1%

ポイント低下し、わずかながら住みやすいと感じている市民の比率が高くなりました。 

 

 

図表９ 西条市は住みやすいまちですか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 10によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率は、男性が 80.2%、

女性が 83.4%となり、男女ともに住みやすいと感じている比率が 80%を超えました。また、わずかな

がら男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表１０ 西条市は住みやすいまちですか（性別） 
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図表 11によると、全体的に「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が高く

なったものの、「30～34歳」「70歳以上」が 80%を下回る結果となりました。また、「どちらかと言え

ば住みにくい」「住みにくい」と回答した比率が最も高いのは「30～34 歳」で、続いて「20～24 歳」

となりました。 

 

 

図表１１ 西条市は住みやすいまちですか（年齢別） 

 

 

図表 12 によると、25～34 歳では、男性よりも女性の「住みやすい」「どちらかと言えば住みやす

い」と回答した比率が高く、逆に、男性では「どちらかと言えば住みにくい」「住みにくい」と回答し

た比率が高くなりました。 

 

 

図表１２ 西条市は住みやすいまちですか（２５～３４歳・性別） 
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図表 13 によると、65 歳以上では、男性よりも女性の「住みやすい」「どちらかと言えば住みやす

い」と回答した比率がわずかに高く、逆に、男性では「どちらかと言えば住みにくい」「住みにくい」

と回答した比率がわずかに高くなりました。 

 

図表１３ 西条市は住みやすいまちですか（６５歳以上・性別） 

 

 図表 14 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も高いのは

吉岡で 97.8%となりました。逆に、「どちらかと言えば住みにくい」「住みにくい」と回答した比率が

最も高いのは石根で 13.9%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表１４ 西条市は住みやすいまちですか（お住まいの地区別） 
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図表 15によると、職業間で大きな差はみられませんが、「無職」の「住みやすい」「どちらかと言え

ば住みやすい」と回答した比率が低くなりました。 

 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表１５ 西条市は住みやすいまちですか（職業別） 

 

図表 16によると、本市の居住年数が 1年未満の方が「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」

と回答した比率が最も低くなり、居住年数が長くなるについて高くなりました。 

 

 

図表１６ 西条市は住みやすいまちですか（居住年数別） 



11 

 

図表 17 によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も高いのは

「祖父母、親、子（3世代以上）」で 85.9%となりました。また、家族構成が大きいほど、わずかに「住

みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表１７ 西条市は住みやすいまちですか（家族構成別） 

 

 

図表 18によると、「住みやすい」「どちらかと言えば住みやすい」と回答した比率が最も高いのは、

「新居浜市」で勤務（通学）されている方という結果となりました。また、「新居浜市」と「県外」を

除いて勤務先（通学先）が遠方になるほど「どちらかと言えば住みにくい」「住みにくい」と回答した

比率が高くなりました。 

 

 

図表１８ 西条市は住みやすいまちですか（勤務先・通学先別） 
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（２）あなたは、今後も西条市に住み続けたいですか 

【結果概要】 

 前回調査（平成 25 年 10 月）と比較すると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続け

たい」と回答した比率はほぼ同じとなりましたが、「ぜひ住み続けたい」と回答した方の比率

が 10.2%ポイント低くなりました。（図表 20参照） 

 性別にみると、わずかながら女性と比較して男性の住み続けたいと感じる傾向が強くなりまし

た。（図表 21 参照） 

 年齢別にみると、34 歳以下の年齢では、若いほど住み続けたいと感じていない傾向がみられま

した。特に、「19 歳以下」では低い傾向がみられました。（図表 22 参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって住み続けたいと感じる傾向に違いがありました。（図

表 24参照） 

 「学生」の住み続けようと感じる比率が突出して低い結果となりました。（図表 25 参照） 

 転入してから一定期間を経過すると住み続けたいと感じる傾向が弱くなり、3年目以降は居住

年数が長くなるほど住み続けたいと感じる傾向が強い結果となりました。（図表 26 参照） 

 家族構成が大きくなるほど住み続けたいと感じる傾向が強くなりました。（図表 27 参照） 

 

 

図表 19によると、「ぜひ住み続けたい」と回答した方が 762票で 38.4%、「どちらかと言えば住み続

けたい」と回答した方が 784票で 39.5%となり、あわせて 77.9%が西条市に住み続けようと感じられ

ている結果となりました。 

 

 

図表１９ 西条市に住み続けたいですか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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図表 20によると、今回調査と前回調査（平成 25年 5～6月実施）を比較し、「ぜひ住み続けたい」

「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率はほぼ同じですが、「ぜひ住み続けたい」と回答し

た方の比率が 10.2%ポイント低くなりました。 

 

 

図表２０ 西条市に住み続けたいですか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 21 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率は、男

性が 78.8%、女性が 77.9%となり、男女ともに住み続けたいと感じている比率が同程度となりました。

また、わずかながら女性と比較して男性の「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と

回答する比率が高くなりました。 

 

 

図表２１ 西条市に住み続けたいですか（性別） 
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図表 22によると、35歳以上で「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した

比率が高くなったものの、34 歳以下の年齢では若くなるほど「どちらかと言えば住み続けたくない」

「住み続けたくない」が低くなりました。特に、「19歳以下」では「ぜひ住み続けたい」「どちらかと

言えば住み続けたい」と回答した比率が約 50%程度となりました。 

 

 

図表２２ 西条市に住み続けたいですか（年齢別） 

 

 

図表 23によると、29歳以下では、男性よりも女性の「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み

続けたい」と回答した比率が高い一方で、女性の「どちらかと言えば住み続けたくない」「住み続けた

くない」と回答した比率が高くなる両極端な結果となりました。 

 

 

図表２３ 西条市に住み続けたいですか（２９歳以下・性別） 
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図表 24 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高いのは神戸で 89.5%となり、続いて吉岡で 89.1%となりました。逆に、「どちらかと言えば住み続け

たくない」「住み続けたくない」と回答した比率が最も高いのは中川で 8.3%となりました。 

 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表２４ 西条市に住み続けたいですか（お住まいの地区別） 

 

 

図表 25によると、前述した住みやすさと異なり、職業間で大きな差が生じています。「ぜひ住み続

けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も高いのは農林水産業従事者で 88.4%

となり、続いて建設業従事者で 85.8%となりました。逆に、学生は「ぜひ住み続けたい」「どちらかと

言えば住み続けたい」と回答した比率が 50%と際立って低く、「どちらかと言えば住み続けたくない」

「住み続けたくない」という比率も 18.3%と高くなりました。 
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  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表２５ 西条市に住み続けたいですか（職業別） 

 

図表 26 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高かったのは「20年以上」居住されている方で 83.2%となり、続いて「5～10年未満」居住されてい

る方で 75.5%となりました。また、「どちらかと言えば住み続けたくない」「住み続けたくない」と回

答した比率が最も高かったのは「3年～5年未満」居住されている方で 11.9%となりました。転入して

から一定期間を経て住み続けようとする意欲が低下し、その後居住年数が長くなると高くなる傾向が

みられます。 

 

 

図表２６ 西条市に住み続けたいですか（居住年数別） 
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図表 27によると、前述した住みやすさと比較し、家族構成が大きいほど、「ぜひ住み続けたい」「ど

ちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が高くなる傾向が見られました。 

 

 

図表２７ 西条市に住み続けたいですか（家族構成別） 

 

 

図表 28 によると、「ぜひ住み続けたい」「どちらかと言えば住み続けたい」と回答した比率が最も

高いのは、「東温市」で勤務（通学）されている方で 85.7%、続いて「新居浜市」で 82.8%という結果

となりました。また、勤務先（通学先）が遠方になるほど「どちらかと言えば住み続けたくない」「住

み続けたくない」と回答した比率が高くなる傾向もみられます。 

 

 

図表２８ 西条市に住み続けたいですか（勤務先・通学先別） 
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（３）あなたは西条市に愛着や誇りを感じていますか 

【結果概要】 

 前回調査（平成 25 年 10 月）と比較すると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した

比率が 4.8%ポイント高くなり、「どちらかといえば感じない」「感じない」と回答した比率も

1.9%ポイント低くなる良好な結果となりました。（図表 30 参照） 

 性別にみると、男性と比較して女性の愛着や誇りを感じている比率がわずかながら高くなりま

した。（図表 31参照） 

 年齢別にみると、若い年齢では愛着や誇りを感じている比率が低くなり、特に「20～24 歳」が

最も低くなりました。（図表 32参照） 

 性別かつ年齢別にみると、20～34 歳では男性の愛着や誇りを感じている比率が低くなりまし

た。60 歳以上でも同様の傾向がみられますが、20～34 歳と比較して男性と女性との違いは小

さい結果となりました。（図表 33,34 参照） 

 お住まいの地区別にみると、全市的に愛着や誇りを感じている比率にバラツキがみられまし

た。（図表 35 参照） 

 居住年数別にみると、居住年数が長くなるほど愛着や誇りを感じる比率が高くなる傾向がみら

れました。（図表 37参照） 

 

図表 29によると、「感じる」と回答した方が 671票で 33.8%、「どちらかと言えば感じる」と回答し

た方が 732票で36.9%となり、あわせて70.7%が西条市に愛着や誇りを感じている結果となりました。 

 

 

図表２９ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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図表 30によると、今回調査と前回調査（平成 25年 5～6月実施）を比較し、「感じる」「どちらか

と言えば感じる」と回答した比率は 70.7%となり、前回調査を 4.8%ポイント上回りました。また、「ど

ちらかといえば感じない」「感じない」と回答した比率も 7.6%となり、前回調査を 1.9%ポイント下回

りました。 

 

 

図表３０ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 31によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率は、男性が 69.3%、女性が

72.2%となり、男女ともに愛着や誇りを感じている比率が 70%前後となりました。また、わずかなが

ら男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表３１ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（性別） 
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図表 32によると、20～44歳の年齢において、総じて「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答

した比率が 70%を割り込む結果となりました。また、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答し

た比率が最も高いのは「65～69歳」の 75.0%で、逆に最も低いのは「20～24歳」の 62.0%となりまし

た。 

 

図表３２ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（年齢別） 

 

 

図表 33によると、20～34歳では、男性よりも女性の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答

した比率が高く、逆に、男性では「感じない」と回答した比率が 5%以上高くなりました。 

 

 

図表３３ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（２０～３４歳・性別） 
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図表 34によると、60歳以上では、男性よりも女性の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答

した比率がわずかに高くなりましたが、20～34歳と比較し、男性と女性との違いは決して大きくない

結果となりました。 

 

図表３４ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（６０歳以上・性別） 

 

 図表 35によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率が最も高いのは橘で 82.9%

となりました。逆に、「どちらかと言えば感じない」「感じない」と回答した比率が最も高いのは庄内

で 14.8%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表３５ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（お住まいの地区別） 
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図表 36 によると、職業間で大きな差はみられませんが、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と

回答した比率が最も高いのは「販売従事者」の 80.6%で、逆に最も低いのは「事務従事者」の 66.8%、

続いて「学生」の 67.0%となりました。 

 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表３６ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（職業別） 

 

図表 37によると、本市の居住年数が 1年未満の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した

比率が最も低くなり、居住年数が長くなるについて高くなる傾向が見られました。 

 

 

図表３７ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（居住年数別） 
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図表 38によると、「単身（一人暮らし）」の「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率

が最も低くなりましたが、その他は家族構成によって大きな違いはみられませんでした。 

 

 

図表３８ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（家族構成別） 

 

 

図表 39によると、「感じる」「どちらかと言えば感じる」と回答した比率は「東温市」「その他県内」

を除いて大きな違いはみられませんが、「感じる」と回答した比率だけでみると、「県外」を除いて「新

居浜市」「四国中央市」「自宅」で勤務（通学）されている方が高くなりました。 

 

 

図表３９ 西条市に愛着や誇りを感じていますか（勤務先・通学先別） 
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（４）西条市では専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率

が高くなりました。新市発足後の住民サービスは安定化しつつあると判断することができま

す。（図表 41 参照） 

 性別にみると、男性と比較して女性の専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると

感じている比率が高くなりました。（図表 42参照） 

 年齢別にみると、年齢が若いほど専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていないと感

じる比率が高くなりました。（図表 43 参照） 

 性別かつ年齢別にみると、特に 20～34 歳の男性の専門的できめ細やかな住民サービスが提供

されていないと感じている比率が高くなりました。（図表 44参照） 

 職業別にみると、業種によって専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると感じて

いる比率に違いがあります。（図表 47 参照） 

 居住年数が長くなるにつれて、専門的できめ細やかな住民サービスが提供されていると感じ比

率が高くなる傾向が見られる一方で、3年目以降から提供されていないと感じる比率も高くな

りました。（図表 48参照） 

 

 

図表 40によると、「提供されている」と回答した方が 114票で 5.7%、「どちらかと言えば提供され

ている」と回答した方が 563票で 28.4%となり、あわせて 34.1%が西条市では専門的できめ細やかな

住民サービスが提供されていると実感している結果となりました。 

 

 

図表４０ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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前回調査（平成 25年 10月）と設問方法が異なるため単純に比較することは難しいが、図表 41に

よると、今回調査では「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が高く

なりました。新市発足後の住民サービスは安定化しつつあると判断できます。 

 

 

図表４１ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

 

図表 42 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率は、男

性が 30.8%、女性が 36.8%となり、男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表４２ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（性別） 
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図表 43 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率に大き

な違いは無いものの、相対的に年齢が若いほど「どちらかと言えば提供されていない」「提供されてい

ない」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表４３ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（年齢別） 

 

 

図表 44によると、20～34歳では、男性よりも女性の「提供されている」「どちらかと言えば提供さ

れている」と回答した比率が高く、逆に、男性では「どちらかと言えば提供されていない」「提供され

ていない」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表４４ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（２０～３４歳・性別） 
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図表 45によると、60歳以上では、男性よりも女性の「提供されている」「どちらかと言えば提供さ

れている」と回答した比率が高くなりましたが、20～34歳と比較し、男性と女性との違いは決して大

きくない結果となりました。 

 

図表４５ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（６０歳以上・性別） 

 

 図表 46 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは中川で 50.0%となりました。逆に、「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていな

い」と回答した比率が最も高いのは吉岡で 23.9%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表４６ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（お住まいの地区別） 
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図表 47によると「家事従事者」「農林水産業従事者」の「提供されている」「どちらかと言えば提供

されている」と回答した比率が高くなりました。逆に、「サービス業従事者」「輸送・運搬業従事者」

の「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が高くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表４７ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（職業別） 

 

図表 48によると、居住年数が長くなるにつれて「提供されている」「どちらかと言えば提供されて

いる」と回答した比率が高くなる傾向が見られました。また、「3～5 年未満」の「どちらかと言えば

提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表４８ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（居住年数別） 
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図表 49 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは「祖父母、親、子（3世代以上）」で 39.4%となりました。また、「どちらかと言えば提供され

ていない」「提供されていない」と回答した比率が最も低いのも「祖父母、親、子（3 世代以上）」で

12.4%となりました。 

 

 

図表４９ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（家族構成別） 

 

 

図表 50 によると、「提供されている」「どちらかと言えば提供されている」と回答した比率が最も

高いのは、「自宅」で勤務している方という結果となりました。また、通勤先（通学先）が遠方になる

ほど「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表５０ 専門的できめ細やかな住民サービスが提供されているか（勤務先・通学先別） 
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（５）西条市では市民の交流は活発だと思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高くな

りました。新市発足後の市民交流は積極的に行われるようになっていると判断することができ

ます。（図表 52参照） 

 性別にみると、男性と比較して女性「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した

比率が高くなりました。（図表 53 参照） 

 年齢別にみると、年齢が若くなるほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答し

た比率が高くなりました。 

 しかしながら、「25～34 歳」については「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答

した比率が低く、特に、男性と比較して女性の比率が低くなりました。（図表 54,55 参照） 

 職業別にみると、「学生」「サービス業従事者」が「活発である」「どちらかと言えば活発であ

る」と回答した比率が高い一方で、「管理職」「農林水産業従事者」の「どちらかと言えば活発

ではない」「活発ではない」と回答した比率が高くなりました。（図表 58 参照） 

 居住年数が 5～20 年未満で「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が

高くなる傾向がみられました。（図表 59参照） 

 家族構成が大きいほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高く

なる傾向がみられる一方で、「夫婦のみ」で「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」

と回答した比率が高くなりました。（図表 60） 

 

図表 51によると、「活発である」と回答した方が 119票で 6.0%、「どちらかと言えば活発である」

と回答した方が 591票で 29.8%となり、あわせて 35.8%が西条市では市民の交流が活発だと実感して

いる結果となりました。 

 

 

図表５１ 市民の交流は活発か（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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前回調査（平成 25年 10月）と設問方法が異なるため単純に比較することは難しいが、図表 52に

よると、今回調査では「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高くなりまし

た。新市発足後の市民交流は積極的に行われるようになっていると判断できます。 

 

 

図表５２ 市民の交流は活発か（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

 

図表 53によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、男性が 33.4%、

女性が 37.8%となり、男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表５３ 市民の交流は活発か（性別） 
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図表 54 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、年齢が若い

ほど高くなりました。一方で、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率が

最も高いのは「25～29歳」の 18.3%となり、若い年齢の中でも「25～29歳」の結果が悪くなる傾向が

みられました。 

 

 

図表５４ 市民の交流は活発か（年齢別） 

 

 

図表 55 によると、25～34 歳では、女性よりも男性の「活発である」「どちらかと言えば活発であ

る」と回答した比率が高く、逆に、女性では「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回

答した比率が高くなりました。 

 

 

図表５５ 市民の交流は活発か（２５～３４歳・性別） 
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図表 56によると、60歳以上では、図表 55とは逆に、男性よりも女性の「活発である」「どちらか

と言えば活発である」と回答した比率が高く、男性では「どちらかと言えば活発ではない」「活発では

ない」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表５６ 市民の交流は活発か（６０歳以上・性別） 

 

 図表 57 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

「中川」で 47.3%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答し

た比率が最も高いのは「西条」で 19.7%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表５７ 市民の交流は活発か（お住まいの地区別） 
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図表 58によると「学生」「サービス業従事者」の「活発である」「どちらかと言えば活発である」と

回答した比率が高くなりました。逆に、「管理職」「農林水産業従事者」の「どちらかと言えば活発で

はない」「活発ではない」と回答した比率高くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表５８ 市民の交流は活発か（職業別） 

 

図表 59 によると、居住年数が 5～20 年未満の間で「活発である」「どちらかと言えば活発である」

と回答した比率が高くなる傾向が見られました。あわせて、「3～5 年未満」の「どちらかと言えば活

発ではない」「活発ではない」と回答した比率が最も高くなる傾向となりました。 

 

 

図表５９ 市民の交流は活発か（居住年数別） 
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図表 60によると、家族構成が大きくなるほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回

答した比率が高くなりました。一方で、「その他」を除くと「どちらかと言えば提供されていない」

「提供されていない」と回答した比率が最も低いのは「夫婦のみ」で 14.0%となりました。 

 

 

図表６０ 市民の交流は活発か（家族構成別） 

 

 

図表 61によると、「その他県内」を除いて概ね同様の結果となりました。一方で、「四国中央市」に

ついては、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率が最も高くなりました。 

 

 

図表６１ 市民の交流は活発か（勤務先・通学先別） 
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（６）西条市では産業や経済活動は活発だと思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高くな

りました。新市発足後の経済活動は安定化していると判断することができます。（図表 63 参

照） 

 性別にみると、女性と比較して男性の経済活動が活発であると感じている比率が高くなりまし

た。（図表 64 参照） 

 年齢別にみると、相対的に年齢が若いほど経済活動が活発であると感じている比率が高くなる

一方で、20～29 歳で経済活動が活発ではないと感じている比率が高くなりました。（図表 65参

照） 

 20～29 歳では、男性において経済活動が活発であると感じている方と、経済活動が活発でない

と感じている方に分かれる両極端な結果となりました。（図表 66参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって経済活動に関する受け止め方が異なる結果となりま

した。（図表 67参照） 

 職業別にみると、「学生」において経済活動が活発であると感じている方と、経済活動が活発

でないと感じている方に分かれる両極端な結果となりました。（図表 68 参照） 

 

 

図表 62によると、「活発である」と回答した方が 115票で 5.8%、「どちらかと言えば活発である」

と回答した方が 590票で 29.7%となり、あわせて 35.5%が西条市では産業や経済活動が活発だと実感

している結果となりました。 

 

 

図表６２ 産業や経済活動は活発か（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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前回調査（平成 25年 10月）と設問方法が異なるため単純に比較することは難しいが、図表 63に

よると、今回調査では「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高くなりまし

た。新市発足後の経済活動は安定化していると判断できます。 

 

 

図表６３ 産業や経済活動は活発か（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 64によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率は、男性が 37.8%、

女性が 34.2%となり、女性と比較して男性の比率が高くなりました。 

 

 

図表６４ 産業や経済活動は活発か（性別） 

 

 

 

 



38 

 

 

図表 65によると、相対的に年齢が若いほど「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答

した比率が高くなりました。一方で、20～29歳で「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」

と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表６５ 産業や経済活動は活発か（年齢別） 

 

 

図表 66 によると、20～29 歳では、女性よりも男性の「活発である」「どちらかと言えば活発であ

る」と回答した比率が高く、あわせて男性で「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回

答した比率が高くなる両極端な結果となりました。 

 

 

図表６６ 産業や経済活動は活発か（２０～２９歳・性別） 
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 図表 67 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

禎瑞で 47.8%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比

率が最も高いのは庄内で 33.3%となりました。 

 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表６７ 産業や経済活動は活発か（お住まいの地区別） 

 

 

 

図表 68によると「学生」「建設業従事者」「管理職」の「活発である」「どちらかと言えば活発であ

る」と回答した比率が高くなりました。また、「学生」「販売従事者」「サービス業従事者」では「どち

らかと言えば活発ではない」「活発ではない」と回答した比率高くなり、「学生」はいずれも該当する

両極端な結果となりました。 
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  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表６８ 産業や経済活動は活発か（職業別） 

 

 

図表 69 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

「10～20 年未満」で 45.2%となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」「活発ではない」

と回答した比率が最も高いのは「5～10年未満」で 23.4%となりました。 

 

 

図表６９ 産業や経済活動は活発か（居住年数別） 

 



41 

 

 

図表 70 によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは

「祖父母、親、子（3世代以上）」で 39.4%となりました。また、家族構成が大きいほど「活発である」

「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が高くなる傾向が見られました。 

 

 

図表７０ 産業や経済活動は活発か（家族構成別） 

 

 

図表 71によると、「活発である」「どちらかと言えば活発である」と回答した比率が最も高いのは、

「四国中央市」で勤務している方という結果となりました。逆に、「どちらかと言えば活発ではない」

「活発ではない」と回答した比率が最も高いのは、「県外」を除いて「松山市」に勤務している方とな

りました。 

 

 

図表７１ 産業や経済活動は活発か（勤務先・通学先別） 

  



42 

 

（７）西条市では地域の声が行政に反映されていると思いますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率

が高くなりました。まだまだ高いとは言えないものの、新市発足後において地域の声は少しず

つ行政に反映され始めていると判断することができます。（図表 73 参照） 

 性別にみると、男性と比較して女性の地域の声が行政に反映されていると感じている比率が高

くなりました。（図表 74参照） 

 年齢別にみると、20～29 歳で特に、地域の声が行政に反映されていないと感じている比率が高

くなりました。（図表 75参照） 

 性別かつ年齢別にみると、特に 20～29 歳の女性の地域の声が行政に反映されていないと感じ

ている比率が高くなりました。また、60 歳以上では逆に男性の地域の声が行政に反映されてい

ないと感じている比率が高くなりました。（図表 76,77 参照） 

 職業別にみると、業種によって地域の声が行政に反映されていると感じている比率に違いがあ

ります。（図表 79 参照） 

 居住年数が 10 年未満の間は、居住年数が長くなるにつれて地域の声が行政に反映されている

と感じる比率が低くなる傾向が見られる一方で、10 年目以降から反映されていると感じる比

率が高くなりました。（図表 80参照） 

 

 

図表 72によると、「反映されている」と回答した方が 49票で 2.5%、「どちらかと言えば反映されて

いる」と回答した方が 379票で 19.1%となり、あわせて 21.6%が西条市では専門的できめ細やかな住

民サービスが提供されていると実感している結果となりました。 

 

 

図表７２ 地域の声が行政に反映されているか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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前回調査（平成 25年 10月）と設問方法が異なるため単純に比較することは難しいが、図表 73に

よると、今回調査では「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が高く

なりました。まだまだ高いとは言えないものの、新市発足後において地域の声は少しずつ行政に反映

され始めていると判断できます。 

 

 

図表７３ 地域の声が行政に反映されているか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

図表 74 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率は、男

性が 19.9%、女性が 23.0%となり、男性と比較して女性の比率が高くなりました。 

 

 

図表７４ 地域の声が行政に反映されているか（性別） 
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図表 75によると、全体的に特徴をつかみにくい中、20～29歳で「どちらかと言えば反映されてい

ない」「反映されていない」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表７５ 地域の声が行政に反映されているか（年齢別） 

 

 

図表 76によると、20～29歳では、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答

した比率は男女ほぼ同じとなる一方で、女性の「どちらかと言えば反映されていない」「反映されてい

ない」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表７６ 地域の声が行政に反映されているか（２０～２９歳・性別） 
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図表 77によると、60歳以上では、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答

した比率は男女ほぼ同じとなる一方で、20～29歳とは逆に、男性の「どちらかと言えば反映されてい

ない」「反映されていない」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表７７ 地域の声が行政に反映されているか（６０歳以上・性別） 

 

 図表 78 によると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が最も

高いのは禎瑞で 39.1%となりました。逆に、「どちらかと言えば反映されていない」「反映されていな

い」と回答した比率が最も高いのは楠河で 37.2%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表７８ 地域の声が行政に反映されているか（お住まいの地区別） 
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図表 79によると「学生」「管理職」の「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回

答した比率が高くなりました。逆に、「事務従事者」「農林水産業従事者」「輸送・運搬業従事者」の

「どちらかと言えば反映されていない」「反映されていない」と回答した比率高くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表７９ 地域の声が行政に反映されているか（職業別） 

 

図表 80によると、居住年数が 10年未満については、居住年数が長くなるにつれて「反映されてい

る」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が低くなる傾向が見られました。居住年数が

10年以上になると、「反映されている」「どちらかと言えば反映されている」と回答した比率が高くな

る結果となりました。 

 

 

図表８０ 地域の声が行政に反映されているか（居住年数別） 
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図表 81 によると、家族構成が大きくなるほど、「反映されている」「どちらかと言えば反映されて

いる」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表８１ 地域の声が行政に反映されているか（家族構成別） 

 

 

図表 82によると、「松山市」「四国中央市」で勤務（通勤）されている方の「提供されている」「ど

ちらかと言えば提供されている」と回答した比率が低くなりました。特に、「松山市」で勤務（通勤）

されている方は、「どちらかと言えば提供されていない」「提供されていない」と回答した比率が最も

高くなりました。 

 

 

図表８２ 地域の声が行政に反映されているか（勤務先・通学先別） 
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（８）西条市では公共料金などの住民負担についてどのように感じますか 

【結果概要】 

 前回調査と比較して「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率

が高くなりました。決して市民の負担感が小さいとは言い切れませんが、市民の負担は一定レ

ベルで落ち着いていると判断できます。（図表 84参照） 

 性別にみると、女性と比較して男性が負担を感じている結果となりました。（図表 85参照） 

 年齢別にみると、年齢が若くなるほど公共料金などの負担が小さいと感じている結果となりま

した。（図表 86参照） 

 しかしながら、「35～44 歳」については公共料金などの負担が大きいと感じている比率が高く、

女性では負担が大きいと感じている方と小さいと感じている方の両方が存在する結果となり

ました。（図表 86,87 参照） 

 60 歳以上では、男性が公共料金などの負担を大きく感じている比率が高くなりました。（図表

88 参照） 

 地域別にみると、比較的周辺部で負担が大きいと感じている比率が高くなりました。（図表 89

参照） 

 居住年数が長くなるほど、負担が大きいと感じている比率が高くなりました。また、家族構成

が大きいほど負担が大きいと感じている比率が高くなりました。（図表 91,92） 

 

 

図表 83によると、「小さいと感じる」と回答した方が 67票で 3.4%、「どちらかと言えば小さいと感

じる」と回答した方が 348票で 17.6%となり、あわせて 21.0%が西条市では公共料金などの住民負担

が小さいと実感している結果となりました。 

 

 

図表８３ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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前回調査（平成 25年 10月）と設問方法が異なるため単純に比較することは難しいが、図表 84に

よると、今回調査では「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率が高く

なりました。決して市民の負担感が小さいとは言い切れませんが、市民の負担は一定レベルで落ち着

いていると判断できます。 

 

 

図表８４ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（今回調査と前回調査の比較） 

 

 

 

図表 85 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率は、男

性が 20.2%、女性が 21.5%となり、男性と比較して女性の比率がわずかに高くなりました。逆に、「ど

ちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答した比率は男性が高くなりました。 

 

 

図表８５ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（性別） 
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図表 86 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率は、年

齢が若いほど高くなりました。一方で「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答

した比率は、年齢が高くなるほど回答した比率が高くなりました。なお、若い年齢の中でも、35～44

歳は「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表８６ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（年齢別） 

 

 

図表 87によると、35～44歳では、男性よりも女性の「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さい

と感じる」と回答した比率が高く、あわせて、「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」

と回答した比率は男女がほぼ同じ傾向となりました。 

 

 

図表８７ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（３５～４４歳・性別） 
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図表 88によると、60歳以上では、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答

した比率は男女がほぼ同じ傾向となりましたが、男性の「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きい

と感じる」と回答した比率が高くなりました。 

 

図表８８ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（６０歳以上・性別） 

 

 図表 89 によると、「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」と回答した比率が最も

高いのは「神拝」で 31.0%となりました。逆に、「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じ

る」と回答した比率が最も高いのは「中川」で 41.6%となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表８９ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（お住まいの地区別） 
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図表 90 によると「管理職」「事務従事者」の「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じ

る」と回答した比率が高くなりました。逆に、「輸送・運搬業従事者」「農林水産業従事者」「建設業従

事者」の「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答した比率が高くなりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表９０ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（職業別） 

 

図表 91によると、居住年数が長くなるほど「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じる」

と回答した比率が低くなり、あわせて「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と回答

した比率が高くなりました。 

 

 

図表９１ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（居住年数別） 
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図表 92によると、家族構成が大きくなるほど「小さいと感じる」「どちらかと言えば小さいと感じ

る」と回答した比率が低くなり、あわせて「どちらかと言えば大きいと感じる」「大きいと感じる」と

回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表９２ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（家族構成別） 

 

 

図表 93 によると、「新居浜市」「今治市」で勤務（通勤）されている方と比較し、「自宅」「西条市

内」で勤務されている方が、公共料金などの住民負担が大きいと感じている傾向がみられました。 

 

 

図表９３ 公共料金などの住民負担をどのように感じるか（勤務先・通学先別） 
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（９）今から約 20年後の 2040 年頃の西条市の未来をどのように感じていますか 

【結果概要】 

 市民の約半数の方が西条市の未来に対して何らかの不安を感じています。（図表 94 参照） 

 性別にみると、男性と比較してわずかながら女性が西条市の未来に対して不安を感じている結

果となりました。（図表 95 参照） 

 年齢別にみると、20～24 歳で特に、西条市の未来に対して不安を感じている比率が高くなりま

した。（図表 96参照） 

 性別かつ年齢別にみると、20～29 歳の男性が西条市の未来に対して不安を感じている比率が

高くなりました。（図表 97 参照） 

 お住まいの地区別にみると、地域によって西条市の未来に不安を感じている比率に違いが生じ

ています。（図表 98参照） 

 居住年数が長くなるにつれて、西条市の未来に不安を感じている傾向がみられました。また、

家族構成が大きくなるにつれて、西条市の未来に不安を感じている傾向がみられました。（図

表 100,101 参照） 

 

 

図表 94 によると、「安心している」と回答した方が 58 票で 2.9%、「どちらかと言えば安心してい

る」と回答した方が 321票で 16.2%となり、あわせて 19.1%が西条市の未来を安心している結果とな

りました。逆に、「どちらかと言えば不安である」と回答した方が 642票で 32.4%、「不安である」と

回答した方が 295票で 14.9%となり、あわせて 47.3%が西条市の未来を不安に感じている結果となり

ました。 

 

 

図表９４ 西条市の未来をどのように感じているか（単純集計）（Ｎ＝１，９８４） 
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図表 95 によると、男女がほぼ同じ傾向を示したものの、わずかならが男性と比較して女性が不安

を感じている結果となりました。 

 

 

図表９５ 西条市の未来をどのように感じているか（性別） 

 

 

図表 96によると、全体的に同じような傾向を示す中、20～24歳で突出して「どちらかと言えば不

安である」「不安である」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表９６ 西条市の未来をどのように感じているか（年齢別） 
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図表 97によると、20～29歳では、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比率

が男女ほぼ同じとなる一方で、男性の「安心している」「どちらかと言えば安心している」と回答した

比率が低くなりました。 

 

図表９７ 西条市の未来をどのように感じているか（２０～２９歳・性別） 

 

 図表 98 によると、「安心している」「どちらかと言えば安心している」と回答した比率が最も高い

のは禎瑞で 34.8%となりました。また、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比

率が最も高い庄内は、「安心している」「どちらかと言えば安心している」と回答する比率も高く、両

極端な結果となりました。 

 

  ※ 回答者 20 人以上の地区を対象  

図表９８ 西条市の未来をどのように感じているか（お住まいの地区別） 
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図表 99によると「輸送・運搬業従事者」の「安心している」「どちらかと言えば安心している」と

回答した比率が最も高くなりました。逆に、「サービス業従事者」「管理職」「事務従事者」の「どちら

かと言えば不安である」「不安である」と回答した比率が高くなりました。 

 

 

  ※ 回答者 20 人以上の職業を対象  

図表９９ 西条市の未来をどのように感じているか（職業別） 

 

図表 100 によると、居住年数が長くなるほど「安心している」「どちらかと言えば安心している」

と回答した比率が低くなるとともに、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比率

が高くなりました。 

 

 

図表１００ 西条市の未来をどのように感じているか（居住年数別） 



58 

 

図表 101によると、家族構成が大きくなるほど、「安心している」「どちらかと言えば安心している」

と回答した比率が低くなるとともに、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した比率

が高くなりました。 

 

 

図表１０１ 西条市の未来をどのように感じているか（家族構成別） 
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（１０）特に不安と感じる課題を選択してください 

【結果概要】 

 「人口減少による都市機能の低下」「自然災害（地震など）の到来」「地域公共交通の衰退」の

順で回答した比率が高くなりました。（図表 102 参照） 

 性別にみると、男性は女性と比較して「人口減少による都市機能の低下」が突出して高く、女

性は男性と比較して「自然災害（地震など）の到来」「地域公共交通の衰退」が高くなりまし

た。（図表 103 参照） 

 年齢別にみると、全体的に「人口減少による都市機能の低下」と回答した比率が高いことに加

え、年齢が若いほど「自然災害（地震など）の到来」と回答した比率が高く、年齢が高くなる

ほど「地域公共交通の衰退」と回答した比率が高くなりました。（図表 104 参照） 

 職業によって不安を感じている点が大きく異なる結果となりました。（図表 105 参照） 

 

図表 102によると、「どちらかと言えば不安である」「不安である」と回答した方のうち、277票で

約 32.8%の方が「人口減少による都市機能の低下」を選択しました。続いて、158 票で 18.7%の方が

「自然災害（地震など）の到来」を選択する結果となりました。 

 

 

図表１０２ 特に不安に感じる点（単純集計）（Ｎ＝８４４） 

 

 

図表 103によると、男女ともに「人口減少による都市機能の低下」と回答した比率が最も高くなり

ました。また、男性は「人口減少による都市機能の低下」と回答した比率が突出して高くなる一方で、

女性は男性と比較して、「自然災害（地震など）の到来」「地域公共交通の衰退」と回答した比率が高

くなりました。 
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図表１０３ 特に不安に感じる点（性別）（Ｎ＝８４４） 

 

 図表 104 によると、「人口減少による都市機能の低下」については、全ての年齢を通じて回答した

比率が高くなりました。「自然災害（地震など）の到来」については、年齢が若くなるほど回答した比

率が高くなりました。「地域公共交通の衰退」については、30 歳以上において年齢が高くなるほど、

回答した比率が高くなりました。 

 

 

図表１０４ 特に不安に感じる点（上位３件・年齢別）（Ｎ＝８４４） 
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 図表 105 によると、職業によって不安に感じている点が大きく異なります。「人口減少による都市

機能の低下」については、「管理職」の回答した比率が突出して高く、続いて「農林水産業従事者」が

高くなりました。「自然災害（地震など）の到来」については、「家事従事者」「専門職」の回答した比

率が高くなりました。「地域公共交通の衰退」については、「無職」「パート従事者」「家事従事者」の

回答した比率が高くなりました。 

 

 

  ※ 回答者 10 人以上の職業を対象  

図表１０５ 特に不安に感じる点（上位３件・職業別）（Ｎ＝４８８） 
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４ 施策に対する市民の満足度・関心度 

 図表 106は、今回の市民アンケート調査で実施した、各施策に対する市民の満足度と関心度を数値

化して領域別に落とし込んだものです。各数値の算出方法は以下のとおりです。 

 

（１）満足度・・・回答者から「どちらとも言えない」を除き、「満足」の回答 1票につき 2点、

「どちらかと言えば満足」の回答 1票につき 1点、「どちらかと言えば不満」の回答 1票に

つきマイナス 1点、「不満」の回答 1票につきマイナス 2点を加算し、その合計点を「どち

らとも言えない」を除く回答者の総数で割り戻した数値としています。 

（２）関心度・・・回答者から「わからない」を除き、「関心がある」の回答 1票につき 2点、

「関心が無い」の回答 1票につきマイナス 2点を加算し、その合計点を「わからない」を除

く回答者の総数で割り戻した数値としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１０６ 満足度・関心度 領域マップ（Ｎ＝４８８） 



63 

 

 以上の算出方法を用いたところ、全施策の満足度平均値はマイナス 0.26、関心度平均値は 1.19 と

なりました。本市の特徴としては、市民の施策に対する関心度は高いものの、市民の施策に対する満

足度が上がりにくい傾向があることがわかりました。 

 これらの本市の特徴を受け、「満足度軸」と「関心度軸」の交点を「満足度=0、関心度＝0.5」とし

て設定することとし、それぞれの領域の特徴ごとに、「満足領域」「不満足領域」「無意識領域」「無関

心領域」と名称を付けて整理することとしました。 
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５ 参考資料（アンケート用紙） 
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